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建設環境委員会会議録 

 
令和７年１２月１７日 水曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１０時４９分閉議（実時間４９分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１２７号・令和７年度八代市一般会

計補正予算・第１０号（関係分） 

１．議案第１１２号・令和７年度八代市下水道

事業会計補正予算・第５号 

１．議案第１１５号・市道路線の廃止について 

１．議案第１１６号・市道路線の認定について 

１．議案第１２６号・八代市営住宅設置管理条

例の一部改正について 

１．陳情第１１号・水俣病の早期解決を国へ要

望する意見書の提出方について 

１．所管事務調査 

・都市計画・建設工事に関する諸問題の調査 

・生活環境に関する諸問題の調査 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  中 山 諭扶哉 君 

副委員長  橋 本 隆 一 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  谷 川   登 君 

委  員  西 村 英 昭 君 

委  員  橋 本 幸 一 君 

委  員  水 田 千 春 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 市民環境部長     岩 崎 伸 一 君 

  市民環境部次長   竹 下 圭一郎 君 

 市長公室 

  人事課給与係長   山 村 早智子 君 

 建設部長       涌 田 直 美 君 

  建設部次長     蓑 田 正 樹 君 

  理事兼下水道建設課長 一 美 晋 策 君 

  土木課長      髙 田 裕 樹 君 

  住宅課長      上 村 和 寛 君 

                              

○記録担当書記     栗 山 大次郎 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（中山諭扶哉君） それでは定刻とな

り、定足数に達しましたので、ただいまから建

設環境委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

しております付託表のとおりであります。 

 なお、災害対策等並びに企業誘致等に関連す

る予算、事件、条例案等につきましては、特別

委員会に付託となりますので、御承知おき願い

ます。 

                              

◎議案第１２７号・令和７年度八代市一般会計

補正予算・第１０号（関係分） 

○委員長（中山諭扶哉君） 最初に、予算議案

の審査に入ります。 

 まず、議案第１２７号・令和７年度八代市一

般会計補正予算・第１０号中、当委員会関係分

を議題とし、歳出の第４款・衛生費について、

市民環境部から説明願います。 

○市民環境部長（岩崎伸一君） 皆様、おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）市民環境部の岩崎でございます。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 議案第１２７号中、第４款・衛生費の市民環

境部関係分につきまして、竹下次長から説明を

させていただきますのでよろしくお願いいたし

ます。 

○市民環境部次長（竹下圭一郎君） おはよう
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ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）市民環境部の竹下です。着座にて説明

させていただきます。 

 議案第１２７号・令和７年度八代市一般会計

補正予算・第１０号のうち、衛生費の市民環境

部所管分について説明いたします。 

 議案書と別に配付しております資料、右肩に

令和７年１２月１７日、建設環境委員会、議案

第１２７号関係資料と記載されている資料を使

って説明させていただきます。 

 今回の補正予算につきましては、人事院勧告

に伴う給与改定分の補正と人事異動等に伴う増

減分の補正を行うものでございます。 

 給与改定につきましては、給料及び期末勤勉

手当ともに４年連続の引上げの実施となってお

ります。 

 まず、給料表につきましては、水準を平均

３.３％引き上げるものでございます。これは

若年層に重点を置きつつ全体を引き上げる改定

となっており、この改定による引上げ対象者は

全会計で１１４７人、会計年度任用職員５５９

人となっております。 

 次に、期末勤勉手当につきましては、年間支

給月数を４.６０月から４.６５月へと０.０５

月引き上げるものでございます。 

 また、通勤手当につきましても、自動車等を

使用している職員に対して、通勤距離が１０キ

ロメートル以上の区分について、２００円から

７１００円の幅で引上げを行うものでございま

す。 

 そのほか給与改定以外の補正の主な要因とい

たしましては、人事異動等に伴う給料、諸手当

の増減による影響分、育児休業及び退職による

影響分、共済組合負担金の率改定による影響分

によるものでございます。 

 当初予算について人件費を計上するときは、

当初予算編成時点の職員を基に積算しておりま

す。しかし、翌年４月１日の人事異動に伴う職

員配置の変更により給料の高い職員と給料の低

い職員が入れ替わるなどがありますので、毎年

度１２月に人事異動等に伴う人件費の補正を行

っております。 

 それでは、議案第１２７号・令和７年度八代

市一般会計補正予算書・第１０号の１８ページ

をお願いいたします。 

 款４・衛生費、項１・保健衛生費、目４・狂

犬病対策費では、会計年度任用職員１人分の補

正により１４万２０００円を増額補正しており

ます。これは、給与改定の影響によるものでご

ざいます。 

 次に、款４・衛生費、項２・生活環境費、目

１・生活環境総務費では、建設部下水道総務

課、坂本支所、鏡支所及び泉支所の地域振興課

分も含めまして説明させていただきます。目

１・生活環境総務費では、一般職３０人分の補

正として７８２万円を増額補正しております。

これは、人事異動、給与改定及び共済負担金率

改定等の影響によるものでございます。 

 続きまして、目３・廃棄物対策費では、会計

年度任用職員２人分の補正として２４万２００

０円を増額しております。これは、給与改定の

影響によるものでございます。 

 続きまして、目４・環境衛生費では、会計年

度任用職員１人分の補正として１３万９０００

円を増額補正しております。これは、給与改定

の影響によるものでございます。 

 続きまして、目５・塵芥処理費では、一般職

７人と会計年度任用職員３人分の補正として６

５２万１０００円を減額補正しております。そ

の主な要因としましては、３点ございます。右

側の節１・報酬４６万６０００円の増額は、会

計年度任用職員３人分の給与改定によるもので

ございます。節２・給料７０２万９０００円、

節４・共済費１７３万６０００円の減額は、一

般職員が９人から７人と２人減ったことによる

ものと、人事異動、給与改定、共済負担金率改
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定等の影響によるものでございます。節３・職

員手当１７７万８０００円の増額は、８月大雨

災害対応による時間外手当の増額が影響したも

のでございます。 

 最後に、目６・し尿処理費では、一般職４人

分の補正として１０２万１０００円を減額補正

しております。これは、人事異動、給与改定の

影響によるものでございます。 

 以上で、衛生費中、市民環境部関係の補正内

容の説明となります。御審議のほどよろしくお

願いいたします。 

○委員長（中山諭扶哉君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（谷川 登君） 今説明の中で、職員さ

んの通勤手当っていいますか距離、５キロから

１０キロ未満というようなことで、１つだけ確

認ですが、６０キロ以上の職員の方は対象、お

られる方いらっしゃいますか。 

○人事課給与係長（山村早智子君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり） 

 ただいま御質問の６０キロ以上の職員でござ

いますが、今、１人、対象が。（委員谷川登君

「１人」と呼ぶ）はい、１人だけいらっしゃい

ます。 

 以上でございます。 

○委員（田方芳信君） 関連なんですけど、現

行が６０キロから１００キロですよね、上げら

れたのが。６０キロから１００キロ以上とした

ちゅうこと、その１００キロに上げられた理由

ちゅうのは何ですか。 

○人事課給与係長（山村早智子君） １００キ

ロまでに上げる理由ということで、一応人事院

勧告に基づきまして今回改定をしております。

国のほうにおきましては遠距離で通っていらっ

しゃる職員であるとかが多いということで、地

方自治体においては若干その傾向は少ないんで

すけれども、一応うちとしても人事院勧告に基

づきまして一応備えておくという意味で、今回

改正を行っております。 

 以上でございます。 

○委員（田方芳信君） ありがとうございま

す。 

○委員長（中山諭扶哉君） よろしいですか。 

○委員（橋本幸一君） 塵芥処理費の中で職員

が２人減と言われましたが、今、各部署職員は

非常にやっぱり足らないということで皆さん言

われてるんですが、この２人減になった理由っ

ていうのはどういう意味なんですか。 

○市民環境部次長（竹下圭一郎君） 市民環境

部内の機構改革がございまして、循環社会推進

課の職員が、環境施設課のほうに、エコエイト

の管理っていうのが環境施設課に移ってまいり

ました。それもあるのと、あと、衛生処理セン

ター等の解体が進んだことによりまして衛生処

理センターの管理をする職員等が減ってきたっ

ていうところもありますので、その分の２人が

減ってきたというところになります。 

○委員（橋本幸一君） 了解しました。ありが

とうございました。 

○委員長（中山諭扶哉君） ほかありますでし

ょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） 以上で質疑を終了

します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） 以上で、第４款・

衛生費中、市民環境部関係分を終了します。 

 執行部の入替えをお願いします。 

（執行部 入替え） 

○委員長（中山諭扶哉君） 次に、歳出の第７

款・土木費について、建設部から説明を願いま

す。 

○建設部長（涌田直美君） 皆様、おはようご
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ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）建設部長の涌田でございます。 

 本委員会に付託されました議案のうち、議案

第１２７号・令和７年度八代市一般会計補正予

算・第１０号の建設部所管分につきまして、蓑

田建設部次長が説明いたしますのでよろしくお

願いいたします。 

○建設部次長（蓑田正樹君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

建設部の蓑田でございます。よろしくお願いい

たします。着座にて説明させていただきます。 

 それでは、議案第１２７号・令和７年度八代

市一般会計補正予算書・第１０号をお願いいた

します。 

 まず、人件費補正の概要につきましては、先

ほど衛生費の冒頭で説明があり、土木費につき

ましても同様でございますので、重ねての説明

は割愛させていただきたいと思います。 

 それでは、予算書２１ページの上段の表を御

覧ください。 

 款７・土木費、項１・土木管理費、目１・土

木総務費は、職員６人分、会計年度任用職員１

人分の補正として５６６万９０００円を増額補

正し、補正後の額は５２３３万円としておりま

す。増額の理由としましては、人事異動による

影響が主なものでございます。 

 次に、目２・建築総務費は、職員３６人分、

会計年度任用職員４人分の補正として４２６万

１０００円を減額補正し、３億５７９４万６０

００円としております。減額の理由としまして

は、人事異動による影響が主なものでございま

す。 

 続きまして、下段の表を御覧ください。 

 款７・土木費、項２・道路橋梁費、目１・道

路橋梁総務費は、職員２２人分、会計年度任用

職員１人分の補正として１３７４万９０００円

を減額補正し、１億９６０９万８０００円とし

ております。減額の理由としましては、人事異

動による影響が主なものでございます。 

 次に、目２・道路維持費は、会計年度任用職

員１人分の補正として１４万４０００円を増額

補正し、７億３０７６万５０００円としており

ます。増額の理由としましては、給与改定によ

る影響でございます。 

 次に、目３・道路新設改良費は、職員２６人

分、会計年度任用職員１人分の補正として２８

７６万４０００円を増額補正し、１３億８６８

０万３０００円としております。増額の理由と

しましては、人事異動による影響が主なもので

ございます。 

 続きまして、２２ページ上段の表を御覧くだ

さい。 

 款７・土木費、項４・港湾費、目２・港湾建

設費は、職員２人分の補正として３４万５００

０円を減額補正し、２億９７６３万７０００円

としております。減額の理由としましては、人

事異動による影響が主なものでございます。 

 続きまして、下段の表を御覧ください。 

 款７・土木費、項５・都市計画費、目１・都

市計画総務費は、職員１４人分の補正として１

００万３０００円を増額補正し、１５億５６３

９万５０００円としております。増額の理由と

しましては、給与改定による影響が主なもので

ございます。 

 次に、目２・街路事業費は、職員５人分の補

正として２８４万８０００円を増額補正し、３

億９３０９万６０００円としております。増額

の理由としましては、人事異動による影響が主

なものでございます。 

 次に、目３・都市下水路費は、職員１人分の

補正として４２万５０００円を増額補正し、５

５０５万４０００円としております。増額の理

由としましては、人事異動による影響が主なも

のでございます。 

 次に、目４・公園費は、職員４人分、会計年

度任用職員１人分の補正として３６２万９００
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０円を増額補正し、２億４９３４万７０００円

としております。増額の理由としましては、人

事異動による影響が主なものでございます。 

 次に、目５・区画整理費は、職員３人分の補

正として１３８万５０００円を減額補正し、３

億２５１３万８０００円としております。減額

の理由としましては、人事異動による影響が主

なものでございます。 

 最後に、２３ページ上段の表を御覧ください。 

 款７・土木費、項６・住宅費、目１・住宅管

理費は、職員５人分、会計年度任用職員２人分

の補正として１１０万５０００円を増額補正し、

２億９３５５万４０００円としております。増

額の理由としましては、給与改定による影響が

主なものでございます。 

 以上、議案第１２７号・令和７年度八代市一

般会計補正予算・第１０号のうち、本委員会に

付託されました建設部所管分についての説明を

終わります。御審議のほどよろしくお願いいた

します。 

○委員長（中山諭扶哉君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） 以上で質疑を終了

します。 

 意見がありましたらお願いします。意見あり

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） これより採決いた

します。 

 議案第１２７号・令和７年度八代市一般会計

補正予算・第１０号中、当委員会関係分につい

ては、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を

求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中山諭扶哉君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部の入替えをお願いします。 

（執行部 入替え） 

                              

◎議案第１１２号・令和７年度八代市下水道事

業会計補正予算・第５号 

○委員長（中山諭扶哉君） 次に、議案第１１

２号・令和７年度八代市下水道事業会計補正予

算・第５号を議題とし、説明を求めます。 

○理事兼下水道建設課長（一美晋策君） おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）下水道建設課の一美でございま

す。よろしくお願いいたします。着座にて説明

させていただきます。 

 議案第１１２号・令和７年度八代市下水道事

業会計補正予算・第５号について説明いたしま

す。 

 補正予算書・第５号をお願いいたします。 

 今回の補正内容は、令和８年４月から業務を

開始する必要があります契約案件について、予

算執行の事前準備として新年度開始前に事務処

理を行えるように、２件の債務負担行為の設定

を行うものです。 

 それでは、補正予算書の１ページをお願いい

たします。 

 第２条に、債務負担行為を追加設定としまし

て、２つの事項を設定するものです。 

 まず、１つ目の水処理センター等水質分析業

務委託は、期間を令和７年度から令和８年度、

限度額を２９８万３０００円としております。 

 内容としましては、水処理センター及び浄化

槽汚泥処理施設などにおける各種分析業務を実

施するもので、水質分析については、ＣＯＤや

ＢＯＤといった項目を流入水に対して４２項

目、放流水に対して４７項目実施いたします。

また、脱水汚泥の分析については、重金属類を

中心に含有試験３８項目、溶出試験を２７項目

実施いたします。 

 ２つ目の公共桝設置工事経費は、期間を令和
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７年度から令和８年度、限度額を８４７０万円

としております。 

 内容としましては、新築などにより下水道へ

接続する際に必要となります公共ますを設置す

るもので、八代及び八代東部処理区で１１５か

所、千丁処理区で１０か所、鏡処理区で１５か

所、合計１４０か所を設置予定としておりま

す。 

 ３ページ以降は、債務負担行為に関する調書

でございますので説明を省略させていただきま

す。 

 以上、議案第１１２号・令和７年度八代市下

水道事業会計補正予算・第５号の説明を終わり

ます。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（中山諭扶哉君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（田方芳信君） 水処理センターの業務

委託で、委託先はどこですかね。 

○理事兼下水道建設課長（一美晋策君） 環境

系の分析をされるコンサルタントを予定してい

るところです。 

○委員（田方芳信君） それは、熊本。 

○理事兼下水道建設課長（一美晋策君） 積算

の後、入札を行いますので、市内中心とはなる

とは思いますが、まだ住所については分かりま

せん。 

○委員（田方芳信君） 分かりました。ありが

とうございます。 

○委員長（中山諭扶哉君） ほかありません

か。 

○委員（橋本幸一君） 公共ますのは１４０か

所ってあったんですが、これは、その根拠って

いうか基礎っていうのは、もう予約者が１４０

か所あるっていうことで、それとも、大まかに

想定してからっていう、どちらですか。 

○理事兼下水道建設課長（一美晋策君） 箇所

数１４０か所につきましては、一応令和４年か

ら令和７年の平均値で算出させて見込んでおる

数字でございます。 

○委員（橋本幸一君） もしこれよりオーバ

ー、出た場合については、また新たにっていう

ことで考えてよろしいんですか。それとももう

１４０で締め切ったならば、もうそれで次年度

にまた繰り越してもらうっていう、それどうい

う感じで。 

○理事兼下水道建設課長（一美晋策君） 期間

の要望も、いついつまでというようなこともあ

りますんで、そこあたりは、設置希望者の方と

協議をしながら、必要であれば補正をというこ

とでは考えてるところです。 

○委員（橋本幸一君） 了解しました。 

○委員長（中山諭扶哉君） ほかありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） 以上で質疑を終了

します。 

 意見がありましたらお願いします。ありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） これより採決いた

します。 

 議案第１１２号・令和７年度八代市下水道事

業会計補正予算・第５号については、原案のと

おり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中山諭扶哉君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部の入替えをお願いします。 

（執行部 入替え） 

                              

◎議案第１１５号・市道路線の廃止について 

◎議案第１１６号・市道路線の認定について 

○委員長（中山諭扶哉君） 次に、事件議案の

審査に入ります。 
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 議案第１１５号・市道路線の廃止について及

び議案第１１６号・市道路線の認定について

は、関連がありますので本２件を一括議題と

し、採決については個々に行いたいと思いま

す。 

 それでは、本２件について一括して説明を求

めます。 

○土木課長（髙田裕樹君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

土木課の髙田でございます。 

 議案第１１５号・市道路線の廃止についてと

議案第１１６号・市道路線の認定についてにつ

きましては、関連がありますので一括して説明

をいたします。着座にて説明させていただいて

よろしいでしょうか。 

 それでは、議案書によって説明させていただ

きます。 

 まず、議案書の７ページをお開きください。 

 今回は、廃止につきましては、路線番号５２

３１号、日奈久竹之内町３号線の１路線となり

ます。 

 市道路線の起点、終点の変更を行うに当たっ

ては、道路法に基づき、一旦市道路線を廃止し

た後、改めて認定を行うという手続が必要とな

りますことから、当該路線について廃止するも

のです。 

 位置図を、８ページに示しておりますので御

確認ください。 

 続きまして、議案書の９ページをお願いいた

します。 

 ５２３１号、日奈久竹之内町３号線につきま

しては、１０ページの位置図に示しているとお

り、日奈久温泉駅付近から日奈久中学校付近に

至る延長約４２０メートルの道路であります。

今回、国道３号に接続しております東側の起点

部におきまして、国において行われた歩道整備

により国道部の幅が広がり市道部の起点が変更

となったため、先ほど廃止について説明した路

線について再認定をお願いするものでありま

す。 

 以上で、議案第１１５号・市道路線の廃止に

ついて、議案第１１６号・市道路線の認定につ

いての説明終わります。御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○委員長（中山諭扶哉君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本幸一君） 結局、何メーター短く

なったんですか。 

○土木課長（髙田裕樹君） 路線としまして

は、３メーター延長が短くなっております。歩

道の整備としましては、歩道の幅員は３.５メ

ーターの整備となっております。 

○委員（西村英昭君） 今のお話というのは、

この２つの表で、少し短くなってるということ

がその３.３メートルで歩道も含めて３.５メー

トルという理解。 

○土木課長（髙田裕樹君） 今お示しいただい

たとおりでございます。 

○委員長（中山諭扶哉君） ほかありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） 以上で質疑を終了

します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（谷川 登君） 廃止、認定っていうこ

とで今御説明ありましたけども、やはり認定し

た以上は、やはり市道として、その後の維持管

理、これが一番だと思うんですよね。造るのは

いいんですが、かなり要望が上がって、予算が

ないとかなりますので、認定されるっちゅうこ

とはいいんですが、とにかく維持管理のほう

を、ちゃんと予算をとっていただいて対応して

やれば市民の方も喜ばれると思いますので、そ

の辺は一応意見として申し上げときます。 

 以上です。 
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○委員長（中山諭扶哉君） ほかありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 まず、議案第１１５号・市道路線の廃止につ

いては、可決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中山諭扶哉君） 挙手全員と認め、

本案は可決されました。 

 次に、議案第１１６号・市道路線の認定につ

いては、可決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中山諭扶哉君） 挙手全員と認め、

本案は可決されました。 

 執行部の入替えをお願いします。 

（執行部 入替え） 

                              

◎議案第１２６号・八代市営住宅設置管理条例

の一部改正について 

○委員長（中山諭扶哉君） 次に、条例議案の

審査に入ります。 

 議案第１２６号・八代市営住宅設置管理条例

の一部改正についてを議題とし、説明を求めま

す。 

○住宅課長（上村和寛君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

住宅課の上村です。 

 議案第１２６号・八代市営住宅設置管理条例

の一部改正について、着座にて説明いたします。 

 それでは、議案書の４１ページをお開きくだ

さい。 

 提案の理由は、坂本町に新たな市営住宅を設

置することに伴い、その名称、位置、その他関

連する事項を定める必要があることから、条例

の改正を行います。 

 事前にお配りしております、右肩に四角囲み

で委員会資料、令和７年１２月１７日、建設環

境委員会、議案第１２６号、建設部住宅課と記

載しております資料の１ページをお願いいたし

ます。 

 １、改正の趣旨は、災害公営住宅の坂本団地

の供用開始に伴い、その名称、位置、その他関

連する事項について定めるため、条例、規則の

改正を行います。 

 ２、改正の内容といたしましては、これまで

規則の別表で定めていた市営住宅の名称と位置

を条例の別表第１とし、その表に坂本団地を追

加いたします。変更する理由は、これまで条例

には市営住宅の駐車場使用料のみが規定されて

おりましたので、分かりやすくするために市営

住宅の名称、位置も条例に位置づけを行います。 

 また、（２）にありますとおり、駐車場の使

用料を定める条項に、今回の坂本団地の月額駐

車場使用料１０００円を追加いたします。 

 ２ページ目は、条例の新旧対照表となります。 

 最後に、条例の施行期日につきましては、入

居に関する準備期間を設けるために、令和８年

１月１０日からといたします。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中山諭扶哉君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本隆一君） 確認ですけども、入ら

れる予定の所帯数はどれくらいあられますか。 

○住宅課長（上村和寛君） １０戸ありまし

て、そのうち８戸につきましてはもう入居が確

定しております。あと２戸につきましては、１

世帯の方は今現在入院中でして、その方は退院

次第という、状況次第ということになります。

もう１戸につきましては、一旦もう別のところ

に居を構えられましたので９戸の予定でした

が、１世帯また別に入りたいという申出があっ

ておりますので、来週内覧をします。その分を

見られてから入られることになれば、全部１０
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世帯埋まることになる予定でおります。 

 以上です。 

○委員（橋本隆一君） 予定どおりちゅうか…

…。 

○住宅課長（上村和寛君） そうです。世帯の

方は１名替わりましたけども、予定どおりで

す。 

○委員（橋本隆一君） 分かりました。ありが

とうございました。 

○委員長（中山諭扶哉君） ほかありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） 以上で質疑を終了

します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（谷川 登君） 今説明の中で、本当に

市営住宅の管理というのが非常に大事になって

くると思いますけども、かなりの市営住宅があ

ると思いますが、中山間地の私どもの山間部の

ほうでは、市営住宅のほうががら空きというよ

うな状況の中から、ほとんど中の住宅の中がち

ょっと心配しているところでございますので、

市として、そういった対応を、していただけれ

ばなというふうに思いますのでよろしくお願い

します。 

○委員長（中山諭扶哉君） ほかありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） これより採決いた

します。 

 議案第１２６号・八代市営住宅設置管理条例

の一部改正については、原案のとおり決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中山諭扶哉君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部は御退席ください。 

（執行部 退室） 

                              

◎陳情第１１号・水俣病の早期解決を国へ要望

する意見書の提出方について 

○委員長（中山諭扶哉君） 次に、請願・陳情

の審査に入ります。 

 今回当委員会に付託となっておりますのは、

継続審査の陳情１件です。 

 それでは、陳情第１１号・水俣病の早期解決

を国へ要望する意見書の提出方についてを議題

といたします。 

 要旨は文書表のとおりです。 

 本陳情について、御意見等ありませんか。 

○委員（西村英昭君） いろいろちょっと、こ

れまで勉強する機会がなかったんですけど、前

回の委員会でもこの陳情があったもので勉強い

たしました。ぜひ採択のほうでお願いしたいと

思います。 

○委員（橋本幸一君） 前回から継続で来てる

わけですが、私も、前回出たように、水俣市の

市議会がこれについては、採択してない、賛成

してないっていうか、取り上げてないっていう

ことと、それと、本市について対象者もいな

い、また、国のほうでもその動きがもう既にあ

ってるっていうことで、これまでの流れではも

う国のほうで動いているときにはもう、送らな

いと、国へ送らないというふうなそういう方向

で今来てるわけで、今回については私はもう審

議未了で済ませていいのではないかなと思って

おります。 

○委員（水田千春君） 私の身内、親類縁者に

も水俣病の保険証を持った者がおります。他人

事ではなくて、自分事として、自分の身内が水

俣病だったらどう考えるか、その症状持ってい

るのに認定されないという苦しみを持っていら

っしゃる方が自分の身内だったらどうだったの

か、我が身に引き寄せて考えていただきたいと

思うんですね。それで答えは出るんじゃないか

と思います。 
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 この件で水俣市が不採択をされたことで、私

の下には八代市民から、当事者が多くいる水俣

市が不採択することはちょっと考えられないと

いう声も聞かれております。少なからずいらっ

しゃるので。ＳＮＳでも結構騒がれておりまし

た。八代市の出方、しっかり見られていると思

いますので、ぜひ、実際困っている方、市民、

県民に寄り添って採決をしていただきたいと私

は思っております。 

○委員長（中山諭扶哉君） ありませんか。 

○委員（西村英昭君） 意見でよろしいです

か。 

○委員長（中山諭扶哉君） どうぞ。 

○委員（西村英昭君） 皆さん多くの意見、見

方、見解あると思うんですが、まとまりがつか

ないと皆さんのお時間をお取りして御迷惑かと

思いまして、ちょっと自分でいろいろ調べてま

とめてきましたのでそれを読ませていただいて

よろしいでしょうかね。 

○委員長（中山諭扶哉君） どうぞ。 

○委員（西村英昭君） 今、この瞬間にも水俣

病の被害を訴えながら裁判の結論を待ったま

ま、静かに人生の時間を削られている方々がお

られる。提訴から１０年以上がたつ間に、陳情

書にもありますけど、３００名亡くなって平均

年齢も７５歳を超えている状況。この現実をこ

れ以上見過ごしてよいのかという点です。 

 また、国でも動きがあるということも１つの

見解ですけど、それでもなかなか解決、なかな

かこういう裁判も続いてるということは、まだ

十分ではないと思います。 

 水田委員もおっしゃったけど、水俣病は特定

の地域だけの問題ではないということ。公害と

は国全体の産業や行政の在り方、そしてそれを

許してしまった社会全体の責任の問題だと考え

ます。八代市に被害者はいないからと言った瞬

間、同じ過ちを形を変えて繰り返す土壌を容認

することになると思います。 

 この陳情は、八代市に直接被害があるから、

被害者がいるから、それを助けてほしいという

ものではありません。公式確認から７０年にな

ろうとする今、現行制度で救われない人がい

る、これは事実です。その状況をどうにかして

ほしいという訴えです。ごく当たり前の人道的

な要望です。特定の政党の利害でも、八代市の

損得でもなく、長く苦しめられてきた人たちを

これ以上待たせないでほしいという、それだけ

のこれは願いです。 

 水俣市の議会が不採択にした、あるいは水俣

がやっていないからという声があります。それ

は確かにそういう声もあります。しかしそれは

本当に私たちが取るべき態度なのかということ

を考えていただきたい。水俣市は被害の深刻さ

ゆえに、行政としての立場や国、県との関係、

あるいは地域の方、地域の経済と、様々なしが

らみがあります。だから直接の利害から距離の

ある自治体が、しがらみの少ない立場で、人権

と環境の問題として声を上げることに意味があ

ると思います。 

 地方自治法第９９条、陳情で、地方議会に国

に対して意見を述べる役割を与えています。道

路や上下水道だけを議論する場ではなく、国の

政策からこぼれ落ちる声、弱い立場の人たちの

声をすくい上げ、これでいいのかと問う役割で

す。この陳情はその条文の趣旨に正面からかな

うものであり、全ての水俣病被害者の救済制度

を早期に創設してほしいと国に求める真っ当な

意思表示だと考えます。 

 ここで一度、冷静に考えていただきたい。意

見書を採択することで本市に具体的な不利益が

生じますか。新たな財政負担が発生するわけで

もなく、特定の相手を名指しで非難する内容で

もありません。求めているのは、国に全ての被

害者を救う対応を検討し、早期に実現してほし

いという意思、これを八代市の名前で表明して

ほしい、それだけです。不利益はありません。
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あるのは人権と環境を重んじるまちだ、それが

八代だという誇るべきメッセージだけだと思い

ます。 

 環境問題への意識が問われる時代にあって、

水俣病は環境と人間の尊厳をないがしろにした

ときに何が起きるかを知る原点です。遠いどこ

かよその悲劇として押しやるのか、それとも同

じことを二度繰り返さないという意思を示すの

か、この陳情は、今ここにいらっしゃる皆様、

この委員会、そして議会の姿勢を問うものだと

私は考えます。 

 私たちは自分のまちの利益だけを守るために

選ばれたわけではありません。人として議員と

して、それはおかしいと言うべきときに、小さ

な声であっても国に届ける役割を託されていま

す。被害の有無に関わらず、苦しむ人を見過ご

さないまちでありたい。その思いを、意見書と

いう形にして国へ届けようではありませんか。 

 どうか陳情を、この陳情を、よその問題、も

う国が動いてるからという、そういう形で退け

るのではなく、人間の尊厳と環境をめぐる問題

として受け止めて、私は採択への御賛同をここ

にお願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（中山諭扶哉君） ほかありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） ないようですの

で、審議未了を求める意見と採決を求める意見

がありますので、まず審議未了についてお諮り

いたします。 

 採決は挙手によって行いますが、挙手しない

者は反対とみなします。 

 本陳情については、閉会中継続審査の申出を

しないこと、並びに結論を得るに至らなかった

こと、すなわち審議未了とするに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中山諭扶哉君） 挙手多数と認め、

本件は審議未了とすることに決しました。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） 異議なしと認め、

そのように決しました。 

                              

◎所管事務調査 

・都市計画・建設工事に関する諸問題の調査 

・生活環境に関する諸問題の調査 

○委員長（中山諭扶哉君） 次に、当委員会の

所管事務調査２件を一括議題とし、調査を進め

ます。 

 本委員会の所管事務調査について、何かあり

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） ないようですの

で、以上で所管事務調査２件についての調査を

終了いたします。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申出をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） 異議なしと認め、

そのように決しました。 

 最後に、本委員会の管外行政視察の日程等に

ついて御報告いたします。 

 まず日程については、令和８年１月１５日木

曜日から１６日金曜日の１泊２日となります。

行き先については、広島県竹原市、広島県広島
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市を視察先に選定しております。また、調査事

項といたしましては、竹原市が高性能ドローン

を活用した下水道管の点検について、広島市が

ふれあい収集制度及び大型ごみ排出支援につい

てを調査いたします。 

 それでは、本委員会の派遣承認要求の件につ

いてお諮りいたします。 

 本委員会は、令和８年１月１５日から１６日

までの２日間、広島県竹原市、広島県広島市

へ、都市計画・建設工事に関する諸問題の調

査、生活環境に関する諸問題の調査のため管外

行政視察を行うこととし、議長宛て派遣承認要

求の手続を取らせていただきたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中山諭扶哉君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。 

 これをもって建設環境委員会を散会いたしま

す。 

（午前１０時４９分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和７年１２月１７日 

建設環境委員会 

委 員 長 
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